
職員室に７５インチの大型モニターを設置し，週予定，職員の勤務状況の共有を行っている。

さらに，アンケートや校務に関わる様々な説明についても，画面提示しながら行うことで操
作の迅速化を図っている。

従来のように，教務が手書きで示したり，
大型版でプリントアウトして掲示する手間
が省けるようになった。
県全体で活用するグループウェアを使用す
ることで，そのために活用するソフトも収
束し，担任は各教室からPCで打ち込みが
できるため，施設利用等の情報共有も迅速
かつ便利に行える。

電話対応中や日常の連絡を伝えたい時に，
該当職員が外出中かどうかを一目で確認でき
るのは非常に便利。

また，個人のＰＣからでも閲覧，打ち込み
ができるので，職員室以外の場所からも操作
が可能。

【取組内容④】大型画面による情報共有
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